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トピックス2　LED照明に関する中国の大規模なエネルギー政策
中国政府は、2020年までに原油とエネルギーにおいて世界一の消費国になると考え、LED照明の普
及をエネルギー問題の解決策の一つとして重要視している。「省エネ化とCO2排出量の削減」とともに「中
国内 LED会社の成長支援」「近い将来の LED産業の支配」を目標に掲げている。大規模な LED普及活
動を 2009年から 2015年までをトライアル、モデル普及、普及の 3期に分け、LED部品の国産化率を
大幅に向上させる計画を立てている。初期の牽引策とされる「十城万蓋（10都市街灯普及）」プロジェクト
では、100万とも1億ともいわれる LED街灯を 10都市に設置するため 21のパイロット都市を選定し、
大規模な生産基地の建設を開始した。
中国政府は、2020 年までに中国が原油とエネルギ
ーにおいて世界一の消費国になることを想定しており、
LED（発光ダイオ ドー）照明の普及をこのエネルギー問
題の解決策の一つとみている。そして、「省エネ化と
CO2 排出量の削減」・「中国内 LED 会社の成長支援」・
「近い将来のLED 産業の支配」を目標に掲げている1）。
中国科学技術部が 2009 年から推進する「十城万蓋
（10 都市街灯普及）」プロジェクトは、中国の LED 照
明の大規模な普及活動の一つである。
中国の LED 照明産業の中で LED 照明の普及を推
進する ShenZhen Century Epitech LEDs Co.,Ltd（以
下、Century 社とする）の資料 1）によれば、中国では
2009 年から 2015 年までの期間を、3 期に分けて推進
し、LED 部品の国産化率を大幅に高める計画が立て
られている。トライアル期（2009-2010 年）では、21 都
市を対象に LED 部品の国産化比率（以下、国産化率
とする）を 60% に、モデル普及期（2011-2013 年）では
50 都市を対象に国産化率を 70% に、そして普及期
（2013-2015 年）では中国国内全域の都市を対象に国産
化率を 90% 以上にする計画である。「十城万蓋」プロ
ジェクトは、普及計画における初期の牽引策と位置付
けられている。ここには、エネルギー政策を強力に推
進していくとともに内需拡大により半導体照明産業を
強力に支援する中国政府の戦略がうかがえる。
「十城万蓋」プロジェクトの目標は、10 都市に大量の
LED 街灯を設置するもので、21 都市をパイロット都市
として選定している。設置されるLED 街灯の数値は
100 万とも1 億ともいわれ明確ではない。「十城万蓋」
プロジェクトを進めるために中国国内に 3 つの超大規
模な LED 生産基地を建設中である。その一つである
青島に建設中の生産基地（Century 社が推進）では、
青島湾近辺に 11.5km2 の敷地が確保されており、中国
政府の省エネルギー策による大きな優遇税制を受けて
いる1）。
LED 照明の利用を進めていく上では技術上の課題
はまだ多い 2）。高効率の LED が必要とされる LED
街灯では、現時点では日本や台湾企業からの製品供
給に頼らざるを得ない。そこで中国は、10-30% の財
政的支援、直接的な資金投資（税金還付）、建築技術
の提供、半導体照明の拠点構築、エネルギー管理な
どの項目において、各地域や企業を支援する。研究開
発の面も支援するため、上海、深圳、南昌など 7 つの
研究開発と生産のための拠点を定めている1）。
LED 照明だけに限らないが、こうした大規模な普及・
製造により、世界市場での主導権を握ろうとする動きと
も考えられる。
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図表　「十城万蓋」で選定されたパイロット都市
